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過去 20 年間に当科を受診した悪性腫瘍患者の動向と疾病病態
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和文抄録
　当科における頭頸部がん初診患者の動向および疾患病態を把握する目的で臨床検討を行った。対象は 2001 年 1 月
から 2020 年 12 月までの 20 年間に当科を初診した頭頸部がん一次症例の 496 例。年齢，性別，受診経路，発生部位，
病理組織学的診断，ならびに扁平上皮癌に関しては，TNM 分類，臨床病期についても検討した。症例数は年平均 25
症例であった。性別は男性 300 例，女性 196 例（男女比 3：2）で，平均年齢は 68.1 歳であった。受診経路は開業歯
科が 234 例（47.2%），病院歯科口腔外科が 210 例（42.3%）と歯科医師からの紹介が大部分を占めた。発生部位は舌
199 例（40.1%），下顎歯肉 91 例（18.4%），頬粘膜 56 例（11.3%），上顎歯肉 53 例（10.7%），口底 43 例（8.7%），口
蓋 18 例（3.6%），上顎洞 12 例（2.4%），その他 24 例（4.8%）であった。病理組織学的診断では上皮内癌を含む扁平
上 皮 癌 が 450 例 で 約 91% を 占 め た。T 分 類 は Tis：55 例（12.2%），T1：102 例（22.7%），T2：105 例（23.3%），
T3：26 例（5.8%），T4：162 例（36%） で， 病 期 は Stage 0,I：157 例（34.9%），Stage II：86 例（19.1%），Stage 
III：26 例（5.8%），Stage IV：181 例（40.2%）であった。部位別病期分類では，舌および頰粘膜は比較的早期癌の
状態であったが，上顎歯肉と下顎歯肉では進行癌での発見が多かった。扁平上皮癌に対する根治治療を施行したのは
388 例（86.2%）であった。約半数が進行癌で受診しており，国民への啓発と歯科医師会や地方自治体と連携をとり，
口腔癌を早期に発見するためのシステムを構築することが重要であると考えられた。
　
Abstract
　This study aimed to determine the trends and clinical condition of patients diagnosed with malignant tumors in 
our department. The study included 496 patients with primary malignant tumors during a 20-year period 
spanning 2001 to 2020. Data on age, sex, consultation route, primary site, and histopathological diagnosis were 
analyzed. TNM classification and clinical stage in the cases of SCC were included. The average number of patients 
diagnosed with malignant tumors was 25 per annum. Most patients were referred by dentists: 234 cases (47.2%) 


